
あなんカルチャー

世界の名作小説から生まれた愛と感動のミュージカル。
日時　２月22日㈰　18:00開演（17:30開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　全席指定　　Ｓ席　　　　　　4,500円
　　　　　　　　　　Ａ席・車いす席　4,000円
　　　　　　　　　　補助席　　　　　3,000円
　　　　　　　　　　※当日500円増し
※３歳未満の方は入場をご遠慮ください。
※無料託児あり。２月８日㈰までにお申し込みください。
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 劇団四季ファミリーミュージカル「ふたりのロッテ」

～和楽器に親しもう～　箏・尺八・太鼓
　　　　　あななんと一緒に和楽器を弾こう！
フィナーレは、全員舞台に上がって和楽器を楽しみ
ましょう。
日時　３月１日㈰　14:00開演
場所　コスモホール（情報文化センター）
出演者　ゲスト：山上明山、内田道子、山上朋代
　　　　羽ノ浦小学校　箏クラブ
　　　　阿南中学校　箏曲部
　　　　新野中学校　箏曲部
　　　　混声合唱団「ベルゲンブリューダー」
　　　　羽ノ浦和太鼓グループ「どんど鼓」　ほか
演奏曲　春の海、アナと雪の女王ほか
入場料　無料　
※13：00から、研修室にて和楽器体験できます。
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ １５周年記念　邦楽への招待

日時　３月１日㈰～14日㈯　9:00～17:00　 
場所　文化会館２階　研修室　
内容　北條民雄と川端康成との往復書簡による魂の

やりとりをパネルで紹介します。
入場料　無料
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ 北條民雄文学特別展

セ
ン
タ
ー

科
学

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場

「
プ
ラ
コ
プ
タ
ー
を
作
ろ
う
」（
無
料
）

　

子
ど
も
向
け
の
簡
単
な
工
作
で
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
、
プ
ロ
ペ
ラ
と
発

射
台
を
作
り
ま
す
。

日
時　
２
月
11
日
㈷　

午
前
10
時
30
分
～
正

午
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
の
２
回

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
刻
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
。

夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
・要
申
込
）

日
時　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
６
時
～
、
７
時

～
、
８
時
～
の
３
回

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

懐かしく親しみやすいマンドリン
の演奏を存分にお楽しみください。
日時　３月５日㈭　18:30開演
場所　コスモホール（情報文化センター）
ゲスト　日野美歌
入場料　全席自由　2,500円

２枚セット4,500円
３枚セット6,000円
※当日500円増し

問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 明治大学マンドリン倶楽部演奏会

日時　２月28日㈯　
　　　14:00～14:45
場所　 夢ホール（文化会館）
出演者　皆谷尚美（歌・ピアノ）
曲目　祈り～ song for you ～、
　　　奇跡、阿南へ行こう　ほか
入場料　500円（ワンドリンク付き）※当日も同額

仲良しチケット（２人以上：１人につき
400円）は、前売りのみの取扱い。
※未就学児は入場無料。

問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ　

■ 夢ホール　ホワイエコンサート

元
阿
南
市
史
編
纂
室
室
長

古
川 

良
夫
さ
ん

生
い
立
ち

　

橋
本
宗
吉
は
、宝
暦
13
年
（
１
７
６
３
）

に
、那
賀
郡
荒あ

ら

田た

野の

村
（
阿
南
市
新
野
町
）

に
生
ま
れ
た
。
幼
い
こ
ろ
に
母
と
死
に
別

れ
た
宗
吉
は
、
父
と
共
に
大
坂
に
移
り
住

ん
だ
。
そ
の
後
、
宗
吉
の
奇
才
を
見
込
ん

だ
土
地
の
豪
商
で
、
自
ら
も
蘭
学
研
究
を

し
て
い
た
間　

重
富
・
蘭
方
医
小こ

石い
し
　
げ
ん
　
し
ゅ
ん

元
俊

ら
が
学
資
を
与
え
、
江
戸
の
芝し

蘭ら
ん

堂ど
う

、
大

槻
玄
沢
の
も
と
で
学
ば
せ
た
。
宗
吉
は
わ

ず
か
２
カ
月
で
オ
ラ
ン
ダ
語
の
単
語
、
４

万
語
を
覚
え
た
と
い
う
。

　

大
坂
に
戻
っ
た
宗
吉
は
、
大
坂
蘭
学
の

中
心
と
し
て
活
躍
。
医
学
に
従
事
し
な
が

ら
、
オ
ラ
ン
ダ
医
書
や
天
文
暦
学
の
翻
訳

に
努
め
、
自
宅
に
絲し

漢か
ん

堂ど
う

と
い
う
蘭
学
塾

を
開
き
、
門
弟
の
指
導
に
当
た
っ
た
。

　

晩
年
は
娘
夫
婦
を
頼
り
、
広
島
の
竹
原

に
移
住
。
竹
原
で
３
年
過
ご
し
た
後
、
宗

吉
は
大
坂
に
戻
り
、
天
保
７
年
（
１
８
３

６
）、
誰
に
看
取
ら
れ
る
こ
と
な
く
73
歳

の
生
涯
を
終
え
た
。

著
書
に
つ
い
て

　

橋
本
宗
吉
は
、
そ
の
人
生
の
中
で
、
数

多
く
の
著
書
を
残
し
た
。
医
学
関
係
書
に

は
、
文
化
元
年
（
１
８
０
４
）
に
出
版
さ

れ
た
『
蘭
科
内
外
三
法
方
典
六
巻
』、
文

政
２
年
（
１
８
１
９
）
に
出
さ
れ
た
『
西せ

い

洋よ
う

医い

事じ

集し
ゅ
う

成せ
い

宝ほ
う

函か
ん

廿２

四４

巻か
ん

』
が
あ
り
、
そ

の
ほ
か
、
世
界
地
図
や
天
体
星
座
図
な
ど

も
作
成
し
て
い
る
。

　

特
に
才
能
を
発
揮
し
た
の
は
、
エ
レ
キ

テ
ル
（
電
気
）
の
研
究
で
ボ
イ
ス
等
の
著

書
を
抄
訳
し
、
文
化
７
年
（
１
８
１
０
）

に
書
い
た
『
エ
レ
キ
テ
ル
仮
説
』。
同
８

年
（
１
８
１
１
）
の
実
験
電
気
学
に
関
す

る
日
本
で
初
め
て
の
著
書
『
阿お

蘭ら
ん

陀だ

始し

制せ
い

エ
レ
キ
テ
ル
究
理
原
上
下
二
巻
』
は
、
大

き
く
評
価
さ
れ
た
。

　

日
本
で
エ
レ
キ
テ
ル
の
研
究
と
い
え
ば
、

ま
ず
頭
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
平
賀
源
内
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
源
内
は
電
気
を
起
こ

す
機
械
の
組
み
立
て
を
行
い
、
静
電
気
の

シ
ョ
ッ
ク
遊
び
を
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
日

本
で
初
め
て
エ
レ
キ
テ
ル
の
研
究
を
理
論

的
か
つ
、
体
系
的
に
行
っ
た
の
は
橋
本
宗

吉
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
功
績
で
、「
日
本

電
気
学
の
祖
」
と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
な
っ

た
。

出
身
地
に
つ
い
て

　

と
こ
ろ
で
、
橋
本
宗
吉
の
出
身
地
は
、

長
ら
く
大
坂
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。

彼
の
出
身
地
に
関
す
る
資
料
は
少
な
く
、

幼
い
頃
か
ら
大
坂
に
住
ん
で
い
た
た
め
に
、

そ
う
思
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
宗
吉
の

出
身
地
が
阿
波
国
の
那
賀
郡
荒
田
野
村
に

改
め
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
９
年
（
１
９
３

４
）
の
こ
と
で
、
大
阪
史
談
会
報
に
掲
載

さ
れ
た
記
事
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
当

時
、
新
野
町
に
は
堺　

武
雄
と
い
う
郷
土

史
家
が
い
た
が
、
堺
氏
の
研
究
が
基
礎
に

な
っ
て
、
橋
本
宗
吉
の
出
身
地
が
明
ら
か

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
橋
本
宗
吉
が
新
野
町
出
身
で

あ
る
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
。
し
か
も
、

徳
島
県
の
、
阿
南
市
の
ど
こ
を
探
し
て
も
、

彼
を
顕
彰
す
る
も
の
は
な
い
。

　

日
本
に
お
け
る
電
気
学
の
祖
と
ま
で
呼

ば
れ
て
い
る
橋
本
宗
吉
。
そ
ん
な
彼
の
出

身
地
、
功
績
、
名
前
に
至
る
ま
で
、
多
く

の
人
々
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
寂
し
い

こ
と
だ
。

蘭
学
者
橋
本
宗
吉
の

一
生
と
背
景

第
７
回 阿

南
市
文
化
財
講
座

平成26年度

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

日
時　
土
・
日
・
祝
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、

３
時
～
の
２
回
。
３
月
１
日
㈰
ま
で
実
施
。

２
月
の
テ
ー
マ　

　
「
冬
の
星
座
と
宇
宙
望
遠
鏡
」

　

冬
の
代
表
的
な
星
座
の
紹
介
と
、
天
体
望

遠
鏡
の
変
遷
を
ま
と
め
た
お
話
で
す
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

日
時　
土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後

２
時
20
分
～
の
２
回

２
月
の
予
定

１
日
㈰　

フ
ワ
フ
ワ
電
気
く
ら
げ
を
浮
か
べ

よ
う

７
日
㈯　

風
船
で
コ
イ
ン
の
サ
ー
カ
ス

８
日
㈰　

水
の
ふ
し
ぎ

14
日
㈯　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
と
雪
の
結

晶
の
観
察

15
日
㈰　

水
蒸
気
か
ま
鳴
り
の
実
験
を
し
よ

う

21
日
㈯　

と
べ
！
エ
ア
ー
ポ
ー
ル

22
日
㈰　

○
○
コ
ロ
リ
ン

（
斜
面
を
こ
ろ
が
る
物
体
の
運
動
）

28
日
㈯　

空
気
を
あ
た
た
め
る
と

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

２
月
の
休
館
日

２
日
㈪
、
９
日
㈪
、
16
日
㈪
、
23
日
㈪

静電気の実験図（『エレキテル究理原』挿絵）
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